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教育部会のお知らせ (第３３１回) 

 

日 時 平成２９年３月１６日（木）午後１時半～３時半  

場 所 衆議院第二議員会館 地下１階 第８会議室 

    千代田区永田町２－１－２ 

    ◆国会議事堂前駅（丸の内線・千代田線）①番出口より下車４分、

永田町駅（有楽町線・南北線）①番出口より下車３分。当日、

午後１時より、議員会館玄関にて、通行証を差し上げます。時

刻前に到着された方は、恐縮ですが、金属探知機通過後、受付

脇のロビーにてお待ちください。会議開始後にお越しの方は、

受付に「第８会議室に行きたい」旨、お伝え下されば、お迎え

にまいります。 

 

議 題  １、最近の高等教育改革について想う 

挨拶 若林克彦部会長（国士舘大学元学長） 

２、高等教育機関の現状について 

        解説 若林克彦部会長 

 

報 告  ２月２４日開催の、第３３０回教育部会は、若林克彦部会長が

議長を務めて行われました。まず、若林部会長より、「最近の高

等教育改革について想う」と題して解説がありました。岡山理科

大学が、５０年ぶりに獣医学部を設立すべく動いており、話題と

なっている。獣医学部の設立は長い間認められていなかったが、

口蹄疫や鳥インフルエンザなどの家畜類の感染症の予防や、四国

に特区を作って地域の活性化も目指していると見られる。 

 



 

 

次に、若林部会長より、「学校に関する基本調査の報告と検討」現在公表

されているものは平成２６年度のものである。学校数は１０年間で私立学

校が６０校、学生総数は４万５千人増え、教育学部が特に増えた。それに

応じて教員数も増え、特に女性教員は顕著な増加傾向を示している。一方、

大学院生は減少傾向にある。大学生が卒業後どのような進路に進んでいる

かについては、正規・非正規含め就職者は約７割、進学者は約１割強だが、

進学も就職もしていない、いわゆるニ―トやフリーターも、一時期に比べ

て減ってはいるものの１２％存在する。大学院生についても、修士課程で

は、８割は就職、１割は進学だが、非就職・非進学者が同じく１２％存在

する。博士課程はさらに深刻で、正規雇用は５割、非正規雇用が２割で、

非就職・非進学者は２０％にも及んでいる。こうしたデータが大学院への

進学をためらわせている一因であると考えられる。また、以前に当部会の

レクチュアにて、理工系課程に進んだ女性の卒業率がＯＥＣＤ最低レベル

であるとか、博士号をもつ非正規雇用者が多すぎるという指摘は複数の講

師からされていた。一時期１０万人を超えていた非就職・非進学者も減少

傾向にあるとはいえ、相変わらず対策が必要である。 

その後の意見交換では、○奨学金を返済できないことから、教育無償化

が野党筋から出ているが、国債をこれ以上発行できないのだから、財源が

ない。成績によって奨学金の額を決めればよい。○経済界の協力を得て、

高卒や中卒でも就職できるように改革すべきだ。今のままでは大学に入る

のが目的化してしまうので、高校生あたりで進路を決断させるべきだ。○

国立大は研究、私立大学は人材育成と役割分担をすみ分けてみてはどうか。

○大学を潰すのは簡単だが過疎化がますます進むという面もあり、解決は

むずかしい、等々の意見が出ました。 
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次回、３月１６日（木）の教育部会に 
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